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2026年、新しい年が始まりました。保護者・地域の皆様におかれまして

は、穏やかな新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。 

昨年、本校は創立 150周年という大きな節目を迎えました。記念式典や

さまざまな取組を通して、子供たちは本校の長い歴史と、地域の方々に支え

られてきた学校であることを改めて実感することができました。ご支援・ご協力を賜りましたす

べての皆様に心より感謝申し上げます。150周年は「終わり」ではな

く、新たな一歩の始まりです。先人の思いや歩みを大切に受け継ぎなが

ら、これからの時代を生きる子供たちに必要な力を育てていくことが、

私たちの役割だと考えています。友達と考えを交わし、地域とつなが

り、自分なりの答えを見つけていく学びを、これからも大切にしていき

ます。 

さて、2026年の干支は「丙午（ひのえうま）」です。「丙」には「明る

く燃える」「前に進む」という意味があり、「午」は力強く大地を駆ける姿

を表すといわれています。新しいことに挑戦し、一歩踏み出す勇気を大切

にしたい年だと言えるでしょう。本日、今年（今学期）の目標をさっそく

書いているクラスもありました。昔から「一日の計は朝にあり、一年の計

は元旦にあり」と言われるように、新しい年のはじめにどんな一年にした

いかを考えることはとても大切なことです。しかし、フランスの作家であ

り飛行士でもあったアントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリ（『星の王子

さま』の著者）は、「計画のない目標は、ただの願い事にすぎない」と語

っています。目標を達成するためには、「いつまでに、何を、どうするの

か」という見通しをもち、行動に移すことが欠かせません。子供たちには

大きな目標でなくてもよいので自分なりの目標をもち、計画を立て、一日

一日の学びや生活を大切に積み重ねていってほしいと願っています。 

「１月は行
い

く、２月は逃
に

げる、３月は去
さ

る」と言われ、１年間で最も短い３学期はあっという間

に過ぎていきます。しかし、３学期は今年度の集大成であるとともに、次年度に向けた大切な学

期でもあります。６年生は３月１７日（火）に卒業式、１～５年生は３月２４日（火）に修了式を

予定しています。短い学期ではありますが３学期も職員一同力を合わせ、充実した学期となるよ

う取り組んでまいります。 

ご家庭におかれましても様々な機会を捉え、励ましの言葉をかけていただきますよう、どうぞ

よろしくお願いいたします。 
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「書き初め大会」 
集中して取り組んでいました 


